
函館市企業局職員の定年前再任用取扱要綱 

 

（総則） 

第１条 この要綱は，地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号），函

館市職員の定年等に関する条例（昭和５９年函館市条例第４号。以下

「条例」という。）および函館市職員の定年等に関する規則（令和４

年函館市規則第４８号）に定めるもののほか，職員の定年前再任用の

実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

（採用日） 

第２条 定年前再任用短時間勤務職員（条例第９条または第１０条の規

定に基づき採用された職員をいう。以下同じ。）の採用は，４月１日

を基本とする。 

（配置） 

第３条 定年前再任用短時間勤務職員の配置は，対象者の知識，経験，

適性等を総合的に勘案して決定する。 

（勤務時間） 

第４条 定年前再任用短時間勤務職員の勤務時間は，常時勤務を要する

職を占める職員の１週間当たりの勤務時間の４分の３または２分の１

程度を基本とし，日曜日および土曜日のほか，必要に応じて週休日を

定め，１日につき７時間４５分以内の勤務時間を割り振る。なお，公

務の運営上の事情により，特別の形態によって勤務する必要のある職

員については，週休日および勤務時間の割り振りを別に定めるものと

する。 

（職位） 

第５条 定年前再任用短時間勤務職員の職位は，退職前の職位にかかわ

らず，主任主事（主任技師）職とする。 

（職種） 

第６条 定年前再任用短時間勤務職員の職種は，退職前に在職していた

職種を基本とする。 

（発令） 



第７条 定年前再任用を行う場合の所属，職，短時間勤務職員の１週間

当たりの勤務時間等は，函館市企業局辞令交付式規程（平成２３年函

館市企業局規程第１６号）の定めるところにより発令する。 

（定数管理） 

第８条 定年前再任用短時間勤務職員は，定数外で別途管理する。 

附 則 

この要綱は，令和５年４月１日から施行する。 


